
「研究大学強化促進事業」における
成果概要 岡山大学

【将来構想１】 優れた研究推進体制を持つ大学

【将来構想２】 世界的な学術研究を推進する大学

【将来構想３】 イノベーションを推進する大学

強み研究領域において、世界で研究の量、質ともに存在感を示し、また、産学官連携等による
イノベーション創出、地域創生を進め、日本の研究活動の牽引大学となる

 オープンイノベーションプラットフォーム
（イノベーション・マネジメント・コア）の設置

 岡山県 企業と大学との共同研究センターの設置
 企業との共同研究費：65％増（2015年比）
 特許権実施等の収入：114％増

（第2期中期目標期間比）

 URA制度整備及び定着（自主財源での雇用、無期
雇用、 企画業務型裁量労働制）

 研究推進機構の設置
 重点研究分野（15領域）の選定
 研究IRを活用した人事戦略・評価システムの構築
 IR/IE室企画会議の設置
 価値創造統合リスクマネジメント（ERM)本部の設置

 先進的研究の創出
 重点研究分野における拠点：14拠点
 研究プロジェクト支援数：80件
 研究教授：14名、研究准教授：13名
 欧州の助成事業：３件採択
 支援した拠点・研究者の業績（2016-218年比）

論文数：40%増、国際共著論文数：50%増
Top10%論文数：63%増
外部資金獲得額：780,863千円増 コアファシリティの本格実施

 研究機器・設備の共用による好循環
（研究環境の充実と有益性の向上）

エビデンスに基づく「ひと・もの・カネ」 の
重点投資
 IR/IE機能の更なる強化
 人事戦略・評価委員会、研究評価システム
 RECTORプログラム拠点の新設
 国際研究拠点の形成支援
 博士後期課程学生・若手研究者支援

高度専門人材の人事制度改革
 高度専門人材の育成・確保
 高度専門人材の人事給与システム改革

イノベーションマネジメントコア（IMaC)
の発展・拡充
 財政基盤の強化、収入財源の多様化

 「組織」対「組織」の共創活動の加速

2022～2027 岡山大学ビジョン3.0

有りたい未来を共に育み共に創る研究大学

目 的

これまでの実績・取組状況 今後５年間程度の将来計画

岡山大学長期ビジョン2050
地域と地球の未来を共創し、世界の革新に寄与する研究大学

評価指標※

Top10%論文数 10%増

国際共著論文数 15%増

民間企業との共同研究費 30%増

若手研究者の論文数 50%増

研究機器の学外利用料 200%増

※第４期中期計画における指標

統合リスクマネジメント/内部統制の強化
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研究大学強化促進事業の最終評価について

７

岡山大学は戦略的かつ、着実に研究大学としての歩みを進めています。採択さ
れた「地域中核・特色ある研究大学の連携による産学官連携・共同研究の施設
整備事業」などを加速とし、今後さらなる研究力強化・イノベーション創出を精力
的に行います。

https://www.mext.go.jp/content/20230322-mxt_gakjokik-000028949_1.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20230322-mxt_gakjokik-000028949_1.pdf


事後評価（岡山大学）
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総合評価 コメント

S

以下の点から「特筆すべき成果を上げており、将来計画に基づく事業終了後の発
展が大いに期待できる」と判断した。
○客観的な指標の推移について、科学研究費助成事業における若手種目の新規採
択率、国際共著論⽂の割合、⺠間企業との共同研究・受託研究や技術移転
（特許権実施等収入額）が増加するなど、全体として指標が大きく伸びてい
る。

○補助事業期間中の活動について、URA等の高度研究マネジメント人材を集約し
URA業務の「見える化」を推進するとともに、国際研究拠点形成プログラム
（RECTOR）によって世界トップレベルの研究者をPIとして招へいして国際
共同研究を推進することにより、本事業開始前と比べてTop10%論⽂数を約
1.5倍にするなど、計画を上回るアウトカムを得ている。

○補助事業終了後の将来計画について、「岡山大学ビジョン3.0」の下で、人事
制度改革等によりURA等の高度専門人材の活用方策が明確となっており、エ
ビデンスに基づく「ひと・もの・カネ」の重点投資やイノベーションマネジ
メントコア（IMaC）の発展・拡充などの中核的な取組と成果指標が具体化さ
れ、更なる⻑期的な計画への展開を構想するなど、これまでの活動実績を踏
まえた優れた内容となっている。


